
• KH Coderを用いたテキストマイニングの研究は多数見受けられる
• そのほとんどは単に頻出語に焦点を当てた研究
• 本研究ではこのKH Coderに備わっている外部変数とコーディングに関する機能を駆使
• これによって，より深い分析が可能
• 商品開発競争の激しい食品・飲料業界にあたっては，顧客の声を改善，新商品の開発へ積極的に活かそうという

姿勢が強まっている( 三室ほか2007).
• 不満投稿情報を顧客の声と捉え，分析を実行

背景

チョコレート
量や味の不満が全体の割合として大きいことから，統計的に有意差が認められたパッケージよりこれらを改善する必要がある
アイス
品質に対する不満が全体の割合として大きいことから，優先して改善する必要がある
清涼飲料水
容器に対する不満が全体の割合として大きいことから，優先して改善する必要がある
全体
どのカテゴリにおいても，容器やパッケージのキーワードはメーカー間で統計的な有意差が認められた
この分析結果から，食品・飲料メーカーは商品のパッケージや容器を改善することが求められているのではないか

以上の結果を各メーカーに提示する

考察

分析結果

• テキスト（文書）とマイニング（採掘）
という2つの言葉を合成したもの

• 文書から情報を抽出するために，
• 自然言語処理の手法を用いる
• 自然言語処理：文書を単語や句に分割

（形態素解析），出現頻度の集計や
関連の強さを統計的に分析

• 大量の文書データを対象とした分析
• 文書間の特徴や新たな知見をそれぞれ

発見し，得るのが目的

テキストマイニング KH Coder（分析ツール）
• 立命館大学産業社会学部准教授である樋口耕一が大学院生時代

に開発したソフトウェア
• 機能
• 頻出語の抽出

統計的分析，外部変数の利用，コーディングルールの適用等
• 対応分析

外部変数の値ごとに特徴的なキーワードを示した2次元の散布図
• 外部変数
• 投稿情報に関わる属性
• 具体的な例：各メーカー（A社・B社・C社）
• コーディングルール
• 様々なことばの共通する概念を1つのキーワードに集約
• コーディングのイメージ不満投稿情報 ：2015年3月18日〜2017年3月12日に投稿された

5,248,820レコード,9 フィールド
チョコレート ：1,243レコード，9フィールド
アイス ：2,316レコード，9フィールド
清涼飲料水 ：6,259レコード，9フィールド

分析対象


